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続・災害後の遊びを通した
子どもの心のケア

　第59号では、
災害後の子どもの
心をサポートする
には、遊びが最も
効果的であること、
また、子どもがど
のように遊びを
使って体験したこ
とや気持ちを表現
し、つらい体験を
乗り越えていくの
かについて、お伝
えしました。
　今回は、災害が起きたとき、子どもたちの脳はどのような状
態になるのか、遊びはなぜ効果的なのかについて、複雑な脳を
単純な形に置き換えてご説明します。
　通常、人間が何かを体験したとき、その体験をまずは感覚
（視覚、聴覚、嗅覚、味覚、触覚）として認識します。ここに
気持ちなども加わります。これらは、はっきりと意識できるも
のではなく、言語化できない無意識的なものです。ここではこ
れらの働きをする脳を『感じる脳』とします。『感じる脳』で
処理・貯蔵された体験は、その後、脳梁という橋を渡って『考
える脳』へと移行します。『考える脳』では、体験を言葉とし
て理解し、分析し、論理的に考え、この時点でようやく意識的
に体験をとらえます。
　ところが、災害という生命に関わるような怖い体験をした時
には、本能的に自分を守ろうとし、直観的に行動するために
『感じる脳』を働かせ、より複雑でエネルギーと時間のかかる
『考える脳』を休ませます。また、橋である脳梁も小さくなり、

怖い体験は『感じる脳』に貯蔵されたままとなります。怖い体
験は、言葉で話せる記憶としてではなく感覚や気持ちの記憶と
して残り、言葉で思い出そうとしてもうまくできません。その
代わり、『感じる脳』に貯蔵された怖い体験と結びつくような
ことが起こった時に、突然よみがえります。例えば、災害時に
見ていたアニメ番組を見た時、地震に似た振動を感じた時など、
自分では因果関係が分からないまま怖い体験をした時の恐怖を
感じるかもしれません。
　では、この『感じ
る脳』にとどまった
ままの怖い体験に対
し、どのような手立
てがあるでしょうか。
それは、前号でお伝
えした遊びです。遊
びは感覚的で感情豊
かで抽象的で非言語
的であり、『感じる
脳』に直接働きかけ
ることができます。遊ぶことで、『感じる脳』にたまっていた
言葉にならない怖い気持ちや考えが自然に表現され、整理され、
軽減されていきます。そして、この遊びを可能にするのは、身
近な大人の支えです。大人が子どもの遊びを見守り受け止めて
あげることで、子どもは安心して遊び、自らの回復力を発揮し
ていくことでしょう。
　「遊びを通した子どもの心の安心サポートマニュアル（下記
③参照）」をダウンロードすることができます。災害と脳につ
いてのより詳しい説明をご覧下さい。

地震や台風など、私たちの周りには常に災害の危
険があります。災害時、子どもたちの脳や心はど
のような状況にあるのでしょうか。そして、私た
ち大人はどのように子どもたちと向き合うことが
必要なのでしょうか？第59号に続き、東日本大震
災の復興支援で、日本ユニセフ協会とともに子ど
もの心理ケアを行う日本プレイセラピー協会の
方々に“遊び”と“心のケア”について伺いました。

①子どもにやさしい空間ガイドブック第1部　（理念編）
　http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/pdf/1021unicef3.pdf

②子どもにやさしい空間ガイドブック第2部　（実践編）
　http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/pdf/1101unicef2.pdf

③遊びを通した子どもの心の安心サポート　（日本プレイセラピー協会）
　http://www.unicef.or.jp/kinkyu/japan/pdf/children_support.pdf
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